
2022年度FOCUSスパコン
利⽤約款、利⽤料⾦表、利⽤細則（ポリシー改）

説明資料

2022.01.31 FOCUS 運⽤グループ

FOCUSスパコン利⽤にかかる
2021年度から2022年度への変更点をまとめた資料です

I. 2022年度FOCUSスパコン利⽤契約約款（案）
II. 2022年度FOCUSスパコン利⽤料⾦体系（案）
III. 2022年度FOCUSスパコン計算資源利⽤細則（案）

なお、理事会等により⼀部変更になる可能性がございます。予めご了承願います。

I. 利⽤約款
II. 利⽤料⾦表
III. 利⽤細則（ポリシー改）



I. 利⽤約款

2022年度 2021年度
（サービス）
第９条 ＦＯＣＵＳスパコン利⽤サービスにおいて提供するサービスは次
のとおり構成される。
(1) 提供計算資源の使⽤許諾
（2~10 略）

２ 前項第１号の使⽤許諾については、別に定めるFOCUSスパコン計算資
源利⽤細則に基づきサービスを提供する。

（以下略）

（利⽤申請）
第１５条 ＦＯＣＵＳスパコン利⽤サービスの利⽤申請は、財団所定の申

請書⼜は財団のホームページに表⽰する申請書（以下、併せて「申請
書」という）に必要事項を記⼊の上、当該申請書を財団に提出するこ
とにより⾏うものとする。

２〜４（略）
５ 財団は、前項の証明書として有効なものを以下のとおりと定める。
(1) 運転免許証
(2) 旅券
(3) 顔写真付き住⺠基本台帳カード
(4) マイナンバーカード（顔写真付きの表⾯のみ。個⼈番号通知カードは

不可）
(5) 在留カード
(6) その他財団が認めるもの

（附 則）この約款は、平成２３年４⽉１⽇から施⾏する。
（中略）
この約款の変更は、令和３年４⽉１⽇から施⾏する。
この約款の変更は、令和４年４⽉１⽇から施⾏する。

（サービス）
第９条 ＦＯＣＵＳスパコン利⽤サービスにおいて提供するサービスは次
のとおり構成される。
(1) 提供計算資源の使⽤許諾
（2~10 略）

２ 前項第１号の使⽤許諾のうち、⽇単位、⽉単位及び年度単位の期間占
有利⽤については、別に定めるポリシーに基づきサービスを提供する。

（以下略）

（利⽤申請）
第１５条 ＦＯＣＵＳスパコン利⽤サービスの利⽤申請は、財団所定の申

請書⼜は財団のホームページに表⽰する申請画⾯を印字した⽤紙（以
下、併せて「申請書」という）に必要事項を記⼊の上、当該申請書を
財団に提出することにより⾏うものとする。

２〜４（略）
５ 財団は、前項の証明書として有効なものを以下のとおりと定める。
(1) 運転免許証
(2) 旅券
(3) 住⺠基本台帳カード（ただし、個⼈番号通知カード及びマイナンバー

カードは除く）
(4) 在留カード
(5) その他財団が認めるもの

（附 則）この約款は、平成２３年４⽉１⽇から施⾏する。
（中略）
この約款の変更は、令和３年４⽉１⽇から施⾏する。

【変更点】
・料⾦表に付随する資料を「ポリシー」から「利⽤細則」へ変更
・申請書の原本送付を不要に変更
・提出書類の⾒直し



II. 利⽤料⾦表

【変更点】2. 共⽤計算資源の従量利⽤

・Qシステム従量利⽤提供開始

【変更点】全体

・レイアウト変更
単位を表内に記載



【変更点】3. 共⽤計算資源の期間占有

・申請締切の短縮
⽇/⽉/年度単位 2業務⽇前13時

・⽇単位︓
利⽤終了⽇の制限 休⽇前⽇の指定不可
申請受付 7ノード・⽇以上から受付

・⽉/年度単位︓
期間占有基本料の導⼊
フロントエンド必須としない

・年度単位︓
申請受付 4⽉末にて終了

・Wシステム⽉単位提供廃⽌

・Zシステム年度単位提供開始



【変更点】4. ストレージ

・申請締切の短縮
1業務⽇前13時

・年度単位︓
申請受付 9⽉末にて終了

【変更点】5. フロントエンドサーバ

・申請締切の短縮
⽇/⽉/年度単位 2業務⽇前9時

・年度単位︓
申請受付 4⽉末にて終了

（2022年度 新規Thin(仮) 追加提供の予定）



【変更点】7. 機器持込

・料⾦区分の⾒直し
サーバ（ラック搭載・占有領域）10U・⽉
区画(10U)使⽤料および機器持込料の区分を廃⽌

・新規区画の導⼊
サーバ（ラック搭載・共⽤領域）10U・年度

【変更点】8.貸出ストレージ

・20TB, 32TB 提供終了

（2022年度 4TB SSD 追加提供の予定）



【変更点】11.その他

・SkeedSilverBullet 申請締切の短縮
1業務⽇前13時

【変更点】9.施設

・端末利⽤室 申請締切の短縮
2業務⽇前13時



III. 利⽤細則（ポリシー改）

【変更点】
・計算資源提供についての規則を定めた資料は

「FOCUSスパコンシステム期間占有ポリシー」から
「FOCUSスパコン計算資源利⽤細則」に変更

・料⾦表に記載されていない内容
（申請⽅法、占有上限値やキャンセルポリシー等）を記載



【変更点】0. 申請窓⼝を明記

【変更点】全体
・料⾦表に沿って項⽬を記載

料⾦表に記載のない情報（申請窓⼝等）を追記



【変更点】申請⽅法の⾒直し
・申請書/利⽤承認通知書を廃⽌。ポータルサイトからの申請を推奨
・年度単位申請の受付締切の設定

計算資源/フロントエンド 4⽉末、 home3     9⽉末

資源 単位期間 2022年度 2021年度

3. 共⽤計算資源の占有

⽇単位 ポータルサイト ポータルサイト

⽉単位 ポータルサイト 占有申請書

年度単位 ポータルサイト(4⽉末受付終了) 占有申請書

4. home3
⽉単位 ポータルサイト

OKBIZ.
年度単位 ポータルサイト(9⽉末受付終了)

5. フロントエンド

⽇単位 ポータルサイト ポータルサイト

⽉単位 ポータルサイト 占有申請書

年度単位 ポータルサイト(4⽉末受付終了) 占有申請書

7. 機器持込
⽉/単位 ポータルサイト

(誓約書等必要書類別途メール送付) 機器持込申請書

年度単位 ポータルサイト
(誓約書等必要書類別途メール送付) ---

8. 貸出ストレージ ⽇単位 ポータルサイト ポータルサイト

9. 端末利⽤室 ⽇単位 ポータルサイト ポータルサイト

10. 利⽤料前払 ---
メール
(課題ID,⼝数,振込予定⽇を連絡。
 連絡後、別途請求書送付)

前払申請書

11. SkeedSilverBullet ⽇単位 ポータルサイト ポータルサイト



年度占有をご希望の場合は終了⽉は「3⽉」を選択し、
メモに「年度占有」と記載してください。

【参考資料】
（改修中）ポータルサイト申請画⾯（⽉占有）

xxx



【変更点】申請締切の⾒直し（短縮）
これまで締切後申請いただいた場合も、都度作業時間検討して受付可能な申請はできうる限り実施してきましたが、
締切⽇時を⾒直し、受付可能なギリギリの締切を設定しました。
このため、2022年度以後は締切期⽇を過ぎた申請は⼀律受付不可とします。
また、確実に資源確保するためには早めの申請をお願いします。
（利⽤状況により、ご希望どおりとならない場合があります。その場合、開始⽇や資源数等を調整(協議)します）

資源 単位期間 2022年度 2021年度

3. 共⽤計算資源の占有
⽇単位

2業務⽇前 13時
(推奨︓6業務⽇13時)

2業務⽇前 9時
⽉単位 5業務⽇前 9時
年度単位 5業務⽇前 9時

4. home3
⽉単位

1業務⽇前 13時 2業務⽇前 9時
年度単位

5. フロントエンド
⽇単位

2業務⽇前 9時
2業務⽇前 9時

⽉単位 5業務⽇前 9時
年度単位 5業務⽇前 9時

7. 機器持込
⽉/単位 5業務⽇前 9時 5業務⽇前 9時
年度単位 5業務⽇前 9時 -----

8. 貸出ストレージ ⽇単位 2業務⽇前 9時
（配送の場合は5業務⽇前9時）

2業務⽇前 9時
（配送の場合は5業務⽇前9時）

9. 端末利⽤室 ⽇単位 2業務⽇前 13時 2業務⽇前 9時
11. SkeedSilverBullet ⽇単位 1業務⽇前 13時 2業務⽇前 9時



【変更点】3. 共⽤計算資源の期間占有

・共⽤計算資源 ⽉/年度単位占有
・専⽤フロントエンド契約は必須としない
・期間占有基本料の導⼊

⽉︓3万円/⽉、年度︓30万円、いずれも課題単位
・1課題あたり専⽤フロントエンド(Light)を

希望課題に無償提供する(ただし、台数に限りあり)
・⽉/年度単位を併⽤して占有する場合、

占有資源数の総数は⽉上限数を越えないものとする
（例︓1課題あたりの上限 Fsys ⽉30、年度20 のため、

年度20契約の場合、追加で⽉10が最⼤契約可能数）
・年度占有の契約受付は4⽉末まで

・共⽤計算資源 ⽇単位占有
・利⽤終了⽇の制限（休⽇前⽇終了は選択不可）
・7ノード・⽇ 以上から受付



【変更点】占有提供数の⾒直し

・占有提供数を縮⼩し、従量利⽤量を拡⼤

・home3
提供量を設定(450TB)

・機器持込
提供量を設定

・貸出ストレージ
20TB, 32TB提供終了



【変更点】1課題あたり上限の⾒直し

・課題あたりの占有上限値を縮⼩し、寡占状態を回避
・⽇、⽉、年度単位にて占有上限を縮⼩
・⽉、年度単位を併⽤して占有する場合、

資源数の総数は⽉占有上限を超えないこととする
・専⽤フロントエンドは 上限1台/課題

（期間占有基本料のオプション提供分含む）

・home3 上限設定

・申請回数の⾒直し
・1課題あたりの申請回数を制限



【変更点】キャンセルポリシーの⾒直し

・計算資源 ⽉/年度
キャンセル時期/占有数に

応じたキャンセル料を設定

・機器持込
キャンセルポリシーを設定

・期間占有基本料
事前キャンセルした申請に対しては課さない



【変更点】申請を定義


